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要 約

沖縄県におけるピタヤの電照栽培の実態を明

らかにするため,ピタヤの電照栽培生産者を対

象に聞き取り調査を実施するとともに,電照が

開花性に及ぼす影響について調査した.実際栽

培で行われている電照の方法は,生産者によっ

て,電球設皆間隔や高さおよび電照時間に違い

があった 白熱球を用いた電照区の発蕾枝率は,

無処理区に比べ有意に高かった 照度は電球直

下部で高く中間部で低かった.また.電球間の

岸距離が広いと低くなった.発蕾枝率は照度が強

い地点で有意に高かった.9月24日電照開始区

の発雷開始日と開花開始日は.10月1日開始区

に比べ早かった.結果なし区の発蕾枝率は,有 

り区に比較し高い傾向にあった 枝の傾きによ

る発蕾枝率は,差が認められなかった.以上の

結果,生産者によって電照法に速いあるものの,

自熱球を使用した電照はピタヤの開花性を向上

させる効果があることが明らかになった.

キーワード:電照栽培.照度,電照開始時期,

結果の有無.枝の傾き

緒 言

沖縄県のピタヤは観光客の増加に伴い,マン

2012年11月28日 受付
2013年10月14日 実理

ゴー等の熱帯果樹と組み合わせた贈答用として

の需要が増えている.しかし,果実の収穫が夏

期に限定されるため,周年を通した観光客等の

需要に対応できない状況である.また,出荷量

の集中によって販売価格の低下につながってお

り生産者の所得確保の大きな障害となっている

そこで筆者ら (2011)は,既報においてピタヤ

栽培の安定化を図るには.開花調節を行い.収

穫期の拡大を図る必要があると報告した

赤肉系ピタヤほ長日条件下で開花が促進され

る(Zeeら,2004;伊波,2006.Jlangら,2012)

ことから長日性植物として報告され (Chang

ら,1997,LuderS,1999;Jlangら,2012),

ベトナムや台湾において電照による長日処理で

端境期の出荷が可能となっている (Zeeら,

2004,Jlangら,2012) 沖縄県においても,

南風原町の宮城氏によって亀照栽培の取り組み

が開始され,関心を寄せる生産者が増えている

那,実際に電照栽培を開始した生産者は少ない,

このことは,奄照栽培がピタヤの開花調節技術

として期待されながらも.沖縄県における電照

栽培に関する知見が少ないことから.生産性を

考慮すると初期投資の伴う電照栽培に踏み切れ

ないものと考えられる

一般に,果樹における整枝法は開花性に影響
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を及ぼす.ピタヤは,垂れた枝 (王,1999,

Luders,1999;太田ら,2007)と結果負担の

少ない枝 (松田ら.2011)で開花性が良いと報

告されている.しかし,実際の栽培では,枝を

水平にした棚仕立法において開花性を高めてい

る事例もある また,前年度の結果の有無に関

わらず次年度の結果母枝として使用しているた

め.開花枝率の低下や開花の不揃いなど開花性

の低下がみられることから,その向上技術の確

立が重要な課題となっている.

そこで本報では,沖縄県のピタヤ電照栽培の

実態を把握し,今後の技術開発の資とすること

を目的に,県内で電照栽培に取り組んでいる生

産者を対象に電照栽培の実態と電照効果を調査

したので報告する.

材料及び方法

電照栽培の実態を知るため.栽培の概要に関

する聞き取りと実際の電照効果について調査し

た 聞き取りは2004年に南風原町と名護市の2

圃場で実施した.開場での電照効果については,

2004年～2005年の2ヶ年にわたり,名薄市の書

納氏のハウス (間口8mX長さ40m 防虫ネッ

●- ttn.-●

卜のみ被護)で行った.2004年は照度が発奮枝

率に及ぼす影響,2005年は電照開始時期と枝の

結果の有無,傾きが開花性に及ぼす影響を調査

した.調査には自家和合性の赤肉系を使用した.

試壊 1.電照栽培の実態調査

北部虚業改良普及課 (旧北部農業改良普及セ

ンター)と南部農業改良普及センターの協力に

より,南風原町 (以下A圃場)と名護市 (以

下B圃場)でピタヤの電照栽培を行っている2

圃場について,電球の種類と配置.電照時間,

電照期間などを聞き取りにより調査した.

試額2.照度が発菅枝率に及ぼす影響

調査区および圃場における電球の配藩を図1

に示した.電球間の距離×畝間で33mX3m

区 (ハウス Ⅰ)と6.6mX3m区 (ハウスⅡ)

および対照として無処理区 (ハウスⅢ)を設定

した.電球は畝間の高さ170cmに設置した 電

照はR熱球の75Wの電球を用い,2004年の10

月1日から12月19日まで行った.電照時間は深

夜の23時～翌日の6時までの7時間とした.照

皮.発膏枝率の調査は,各区中央畦間の電球直

33rTIX3ITl区(ハウス日 66rTIX3rTl区(ハウスII)

図1 電球の配置平面図
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下部と電球間の中間部について,それぞれ4地

点にて行った.照度はデジタル照度計DX-100

を用い.それぞれの調査地点において.枝の分

布が多い地上から110cmの枝上の水平照度 (以

下照度)香,5回測定した.発番枝率は,照度

を測定した地点において.電照開始時に枝を10

本ずつ無作為に抽出し,葱が確認された時点で

各処理区4反復とって調査した.

試験 3 電照開始時期と枝の結果の有無,傾き

が開花性に及ぼす影響

2004年度の調査結果をふまえ,ハウスⅡの電

球間の距離を3.3mX3mに変更した,電照は,

竜照開始時期を変え,その他はいずれのハウス

も同じ方法で実施した.ハウス Ⅰで2005年9月

24日.ハウスIIで10月1日に開始した.枝の特

性として,結果の有無と傾きについて調査した.

結果の有無は,結果有り区で8月までに1校 1

個の果実が収穫された枝とし,結果なし区で8

月上旬に発芽した枝とした.枝の傾きは,枝が

着生している部分について垂直からの角度を測

定し,水平区を900程度,下垂区を450程度とし

た.結果なし区の枝は.枝の成熟を促進するた

め,枝長65cmで枝の先端を摘心し,水平区は

水平に,下垂区は摘心と同時に450程度に誘引

した.調査地点は.各ハウス中央畦間の電球直

下の両側を対象に4地点設定した 調査は電照

開始前に,自然収穫期 (松田ら,2011)の結果

の有無別と枝の傾き別に.各調査地点から枝を

10本づつ無作為に抽出し,開花性を調査した.

調査は各処理区4反復とって調査した.

結果 1 電照栽培の実態調査

栽培の状況と奄照栽培についての聞き取り調

査の結果を表 1,2に示した A圃場は鉄骨ハ

ウスによるビニールを張った保温栽培,B陸l場

表 l.栽培施設と耕種概要.

調査圃場 般 保温の- 系統y (諾 諾 , 柵

A 鉄骨ハウス 有 赤肉･白肉系 1mx33m 7年

B パイプハウス無し(ネットのみ) 赤肉･白肉系 05mX3m 6年

Z有はビニール,無しはサンサンネット(4mm)のみの被t

y台湾からの導入系統

x聞き取り調査時の樹齢

表 2 実際栽培における電照栽培の実態と電照効果

t照効果

冨毒 朗 - - 間×高さ 詰 問 期間 期間 取 間

3/上旬-5下旬 高

9/上旬-ll/上旬 低
白酪球(75W) 2rTlX18m 12hr

白熱球(75W) 33nlX17m 7hr
3/上旬-4下旬 高

9/上旬-ll/上旬 低

3/上旬～4下旬 高 低
自熱球(75W) 66mx17m 7llr 9/上i]～11/上旬 低

112hrは1&∞から翌日の600まで,7hrは2300から翌日の600まで電照を行った
x生産者の目視によるもので.開花性への効果を示す
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はパイプハウスにサンサンネット (4mm)の

みを張った栽培であった.栽培されている系統

は.いずれの圃場とも自肉系と赤肉系であった

挟間×畝間の栽植距離は,A圃場で 1mX33

m,B圃場で0.5mX3mであ-)た.聞き取り調

査時の樹齢はA圃場で7年,B圃場で6年で

あった.亀照については.いずれの圃場におい

ても自熱球の75Wを使用していた.電球間距

離×電球の高さは,A圃場で2mXl.8m,B

圃場で3.3mX1.7m,6.6mX1.7mであった.

電照時間はA圃場で18時～翌日の6時までの

12時間.B圃場で23時～翌日の6時までの7時

間であった.電照期間はいずれの圃場でも3月

上旬～5月下旬,9月上旬～11月上旬であった

開花性に関する電照効果については,9月上旬

～11月上旬の奄照に比べ3月上旬～ 5月下旬の

電牌で高く,電球間が3.3mと6,6mの中間部

で効果が低いとし,系統別ではいずれのBBl場に

おいても赤肉系で開花が早いと回答している

結果2.照度が発菅枝率に及ぼす影響

調査地点の照度と発奮枝率の関係を蓑3に示

した 照度はいずれの処理区でも電球直下部で

表3 電照法の違いによる水平照度と発菅枝率

電球間隔×畝間 調査地点 照度Z 発雷枝率y
(lx) (%)

電球直下部 1755 516-
33m〉く3m

電球中間部 111 21d】
電球直下部 1683 450■

66mx3m
電球中間部 48 53C

無処理区 ooe
Z枝の分布が多い地上から110cmの枝上の水平照度
Y異なるアルファベットは.Tukeyの検定により1九水準で
有意差を示す

中間部に比べ高くなった.区内の平均値でみる

と,33mX3m区の電球直下部で175.51X,中

間部で11.11Ⅹ,6.6mX3m区の電球直下部で

168.31X,中間部で4.81Xであり,奄球から遠く

なるほど照度が低下した.無処理区は測定でき

なかった.発番枝率は,照度が強い地点で有意

に高く, 168,3-175.51Ⅹの範凶で45,0-51,6

%.ll.llxで21.0%,4.81Ⅹで5.3%であった.

無処理区では発膏が認められなかった.

結果3.電照開始時期と枝の結果の有無,傾き

が開花性に及ぼす影響

電照開始時期と開花性の関係を表4,枝の結

表4 電照開始時期と枝の浩美の有無,傾きが開花性に及ぼす影響

習 欝 鷲芸 妓傾ぎ 講習 (腎EBq 等 講 書 発話諾 花

なし
水平 10/25

9/24x 下垂 10/23

あり

ll/14 313士34y ;犯1±25

ll/10 269±41 178±36

水平 10/25 11/13 334±37 201±21

下垂 10/23 11/10 301±25 188±26

.｡′.Y なし 芸… :::≡:

あり
水平 10/28

下垂 10/30

ll/17 273土35 153土33

ll/16 285±32 172±29

ll/18 285±21 228±26

ll/18 291土23 170土15

Z水平は90℃,下垂はJl5℃程度とした
y平均値士棟準偏差
xハウスⅠ
~ハウスⅡ



松田･山城･松村･伊地 ピタヤの開花調節技術の開発 7

結果なし
図2 接の法具の有無,傾きが兼吉接率に及ぼす影V

z尭幸枝率の平均値土初準誤差 国中の棒は8L準

誤差を示す

y異なる美小文字は.Tukey法で1%の有志蓋がある
ことを示す

果の有無,傾きが発蕃枝率に及ぼす影響を図2

に示した 竜照開始後の発奮目は,竜照開始の

早いハウスⅠで10月23日から10月25日,ハウス

Ⅱで10月28日から10月30日と3日から8日の差

が謎められた 開花日はハウスIで11月10日か

ら11月14臥 ハウスIIで11月16日から11月18日

と4日から6日の差が認められた.結実の有無

および枝の傾き別に一定の傾向が認められなかっ

た.結果と発蕃枝率の関係は.結果なし区の枝

は,結果有り区の枝に比べ発奮率が高い傾向に

あった.結果なし区において,水平区で下垂区

に比べ有意に高くなった.一方.結果有り区の

枝においては,枝の傾きに差が認められなかっ

た

考 察

実際の栽培において.長日処理によって開花

調節を行い,冬春期出しの取り組みが行われて

いるが,その効果が明らかでない.本研究の目

的は.沖縄県において.ピタヤの電照栽培の課

題を明らかにすることにある.

ピタヤの適正な電照法について明らかにされ

ていない 本調査の電球の設置法は,それぞれ

の圃場で異なり,いずれの圃場でも電球直下部

で発奮枝率が高く,中間部で低いと回答してい

る.これは,光源からの距離が照度に彫響し

(山本.1992).開花性に影響を及ぼしているも

のと考えられる.

奄照時間について,ZtH3ら(2004),Jlungら

(2012)は,台湾の南部において4時間から6

時間の奄照で開花促進効果があると報告してい

る.本調査では.いずれの圃場でも幾つかの電

照時間を試し,その結果,A圃場で7時間.B

開場で12時間の奄照時間で効果が高いと回答し

ており,本調査圃場の電照時間は台湾より長い.

これは,台湾南部の緯度が26度13分,那覇が23

度03分に位置しており,その違いが10月から3

月までの平均気温で1℃から3℃の遠いとなり,

電照時間の長さに影響しているものと考えられ

る.

電照時期については,いずれの圃場でも3月

上旬～5月下旬,9月上旬～11月上旬の電照で

開花が認められるが.前者の電照が後者に比べ

電照効果が高いと回答している このことは,

3月上旬から平均気温が20℃以上に上昇 (松田

ら,2011)していること,9月以降の電照がピ

タヤの自然収穫期後に実施されることから.収

穫後の樹勢が影響しているものと推察される.

系統については,いずれの圃場においても赤

肉系で開花が早いと回答している これは系統

により.発否 ･開花の早晩に差がある (松田ら,

2011)ためと考えられる.

以上の聞き取り調査の結果から.ピタヤの電

照栽培は,開花性に良い影響を与えているもの

の,適正な奄照照度,奄照時軌 奄照時期,奄

照期間および栽培に適する系統が明らかでない

という現状が示された.また,秋の屯照は,自

然収穫期の結.果負担が関係していることが示唆

される

次に,聞き取り調査の結果を踏まえ,実際栽
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培において,照度が発奮に及ぼす影響を調査し

た.Zee(2004),伊波 (2006)は,ピタヤの

実際栽培の調査から.白熱球による長日処理が

開花の促進に有効であると報告している.本調

査においても.無処理区で発番がなく.白烈球

による電照区において発奮枝率が高くなった

この結果は既報告と一致しており.亀照よる長

日処理が発膏に影響を及ぼしたものと推察され,

ピタヤは長日性植物 (Changら,1997,Lllders,

1999)であることが示された.

電照の方法について,Zee(2004)は,自熱

球を12-1.5m間隔で地上1.8mに吊すのが良

いと報告している.本調査では,いずれの圃場

も奄球間が3.3m以上.高さ1.7mで配括され,

既報告より電球間隔が広い.電球間隔と発替枝

率の関係をみると.電球直下部と電球中間部.

また,それぞれの電球中間部においても発菌枝

率に明らかな差が認められる.電球間の広い区

において,約4.81Xの低い照度より電球直下部

の168.3-175.51Ⅹで高い発着枝率が認められ

ることから.照度が強くなるほど発奮に良い影

響を及ぼしているものと推察され,聞き取り調

査を裏付ける結果となIJた.今後は.奄球中間

部においても高い発奮が得られる適正な照度を

検討する必要がある.

筆者ら (2011)は,沖縄県のピタヤが平均気

温20℃以上,日長が12時間以上で推移する5-

9月に発着 ･開花していることから,平均気温

が20℃前後で推移する3-4月および10-11月

に長日処理によって発雷 ･開花の促進が示唆さ

れると報告した.本調査では,9月24日の奄照

開始で10月23-25日,10月1日の開始で10月28

-30日に発奮が認められている.電照開始から

発着開始までの平均気温は20℃以上で推移して

おり (凶3),既報を裏付ける結果となった.

また.電照開始時期をずらすことによって,発

- ハウスⅠ

- ハウスⅡ

㌔ 耳APlb㌔㌔♂㌔㌔ ㌔ ㌔ ㌔㌔㌦♂㌔
図3.平均気温の推移

膏 ･開花期に違いが認められることから,電照

による開花調節が可能と考えられ,平均気温が

20℃以上で推移する3-4月,10-11月に電照

の開始時期を変えた検討が必要である

ピタヤの枝の特性と開花性についての報告は

少ない 太田ら (2007)は,ピタヤは伸長中の

枝に花芽を形成せず成熟した枝に形成すると報

告し,筆者ら (2011)は.結果負担の少ない枝

は,収穫2週間後,高温長日を経過させること

によって,再開花すると報告した.本調査では,
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自然収穫期間中の8月上旬に発芽し,成熟した

枝は,結果のあった枝に比べ,発番枝率が高く,

既報と一致した.このことは.沖縄県の自然収

穫期後の9月下旬から10月上旬の奄照において,

8月上旬に発生した枝の過半数に発着が認めら

れることから,秋の電照栽培は,8月上旬まで

に発生した枝を伸長の途中で摘心し,早期に充

実させ.次年度の結果母枝として育成すること

により,発奮 ･開花を促進することが期待でき

ると考えられる.一方,結果のあった枝は,果

実を収穫し,2ケ月程度を経過しているにもか

かわらず,発雷枝率が30%程度と低い.収穫し

た果実重を調査してないが,1枝当たりの結果

負担が大きかったものと推察され,再開花に影

響したものと考えられる (松田ら.2011).

ピタヤの枝の傾きと開花性について詳細な調

査にもとっく報告は少ない 一般に,直立枝を

誘引することによって,花芽に良い影響を及ぼ

すことが知られ 王 (1999),Ludersら(1999),

太田ら (2007)は,垂れた枝に花が着きやすい

と報告している.本調査では,8月上旬に発生

し結果がなかった水平区は,下垂区に比べ発奮

枝率が高い.また.結果した枝は水平区と下垂

区に差がみられず既報告と異なる結果となった

これは,結果なしの下垂区は,発芽後.水平に

伸長中の枝を摘心し450程度に誘引しているた

め,水平区に比べ枝の充実に差が生じ発雷に影

響したものと考えられる.一方,結果のあった

区において水平区と下垂区に差が認められない

ことから,枝の傾きがピタヤの開花性に影響し

ない可能性が考えられる.本調査結果を考慮す

ると.ピタヤの整枝法において.枝を下垂させ

る方法は,枝の開花性を考慮したものでなく,

栽培管理のし易さや収益性によるものであると

考えられる

以上のことから,白熱球を使用したピタヤの

電照栽培は,開花性の向上に大きく貢献してい

ることが明らかとなった.しかし,本調査で明

らかなように沖縄県における効果的な電照法が

確立されてないことから生産者自ら試行錯誤を

繰り返している.今後は,本調査結果を考慮し,

適正な光強度,処理時間,処理期間,処理時期

および処理効果の高い結果母枝の育成法を明ら

かにする必要である.
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